
株式会社オートバックスセブン

事業内容：カー用品店のフランチャイズ展開

カー用品の卸小売、車検・整備

新車・中古車販売など
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• 連結売上高： 2,214億円
（2020年3月期）

• 資本金： 339億9,800万円
（2020年3月期）

• 国内総店舗数：583店舗（直営12店舗）

（2020年12月末現在）

• 海外総店舗数： 45店舗
（2020年12月末現在）

• 連結従業員数： 4,385名
（2020年3月末現在）

• 単体被保険者数： 1,346名
（2021年3月末現在）
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Ａ ： Appeal

Ｕ ： Unique

Ｔ ： Tire

Ｏ ： Oil

Ｂ ： Battery

Ａ ： Accessory

Ｃ ： Car electronics

Ｓ ： Service

セブン ： 上記６つの商品の他に常にお客様のために

第７の商品を探し続けるという理念
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創業社長：住野利男
〜1994年6月

二代目社長：住野公一
1994年6月〜2008年6月

三代目社長：湧田節夫
2008年6月〜2016年6月

四代目現社長：小林喜夫巳
2016年6月〜
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当社における健康経営の歴史
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健康センターの開設
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健康経営の具体的な施策展開



私たちは、「2050 未来共創」の実現を目指し、
経営・労働組合・健康保険組合・従業員とその
家族が一体となって健康増進につとめ、
”こころ” と ”からだ” の元気を推進します。

制定 2014年4月1日
改定 2018年10月1日
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オートバックスセブン健康経営宣言



重点取組課題
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社員一人ひとりの健康が企業価値につながるということを、オートバックスグループの社員全員で考える組織
風土を共に創っていくために、また、その活動を通じて広く社会に貢献できるように、全社員一丸となって以
下の課題に取り組んでいきます。

1. 禁煙促進活動の推進
禁煙環境の整備、および個々の禁煙への取り組みを支援するとともに、受動喫煙による健康被害の対策を各事業所にて行い
ます。

2. 生活習慣病予防対策の推進
生活習慣病発症予防、および重症化予防対策に取り組みます。

3. がん対策の推進
がん検診受診率向上による早期発見と早期治療を支援するとともに、罹患者に対して治療と就労の両立支援に取り組みます。

4. こころの健康づくりの推進
全社員がいきいきと健やかに最良のパフォーマンスを発揮できるよう、「セルフケア」や「ラインによるケア」を支援する
とともに、「社内の産業保健スタッフ等によるケア」、「社外のサービスを活用したケア」の推進に取り組みます。

5. 女性特有の健康関連課題への取り組み
女性が健康で明るく、充実した日々を自立して過ごせる職場環境の整備と、支援策に取り組みます。

6. 『健康経営』を推進する職場環境の整備
『健康経営』の取り組みを職場に浸透させるための環境や組織の整備に取り組みます。



健康経営組織
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健康経営推進委員会

社内の健康経営推進組織

安全衛生委員会
衛生管理者
衛生推進者

社内の健康相談窓口

産業医 人事企画部長保健師臨床心理士
UAゼンセン

オールオートバックス
セブンユニオン

オートバックス
グループ共済会

オートバックス
健康保険組合



2021年度の施策内容
№ 健康課題 目標（KGI） 施策 アウトプット目標（KPI）等

１ 健康経営全体課題 ①White500認定取得
②欠務日数の削減

２ 禁煙促進活動の
推進

喫煙率
20％以下

①喫煙による健康被害が理解できるe-ラーニングの実施
②禁煙サポート策（遠隔禁煙外来）の実施
③卒煙・禁煙につながる記事のイントラ掲載
④社長からのメッセージ発信

①e-ラーニング受講率 XX%
②利用者数 XX名
③PV数 XXXX
④行動変容率 XX％

３ 高リスク者対策 ①ブラック・レッドゾーン該当者
20％以下
②飲酒習慣 20%以下
③運動習慣 30%以上

①選考時に健康診断書の提出を徹底
②健診結果、健康リスク予測と改善方法が理解できる
e-ラーニングの実施
③部課長対象の研修実施
④部課長からの受診勧奨
⑤健康管理に関する情報提供
⑥健康マネジメント研修の実施
⑦運動機会の創出
⑧昼食内容の改善

①選考結果確定前の健康診断書確認率
100%
②部課長・受講対象者のe-ラーニング受講率
XX%
③受講率 100％
④二次検診受診率 100％
⑤イントラネット掲示板への記事掲載 毎月
⑥研修受講率 XX％、研修参加人数 XXX人
研修満足度 XX%

⑦活用件数 XXXX件
⑧利用者 XXX人

４ こころの健康づくり ①高ストレス者比率
XX%以下
②メンタルヘルス不調による休
業者数 XX名以下

①指導担当者への指導実施（eラーニング含む）
②コミュニケーション機会の創出
③ストレスコーピングのセミナーの実施・eラーニングの配信
④XXセミナーの実施
⑤セルフケアの情報提供

①受講率 100％
②開催回数 XX回
③セミナー参加者 XXX名
④セミナー参加者 XXX名
⑤記事掲載 四半期毎



課題：
喫煙率の低減

目標：
喫煙率20％未
満

喫煙者を新規に
採用している

職場で喫煙でき
る環境がある

禁煙する意思が
全くない者がいる

新たに喫煙を始
める者がいる

職場や取引先に
喫煙者が多い

職務遂行能力が
優先の採用

他者への迷惑行
為という意識が
低い

健康管理の意識
が低い

喫煙者を新規に
採用しない

喫煙による自身
の健康被害を理
解する

全員が受動喫煙
による健康被害
を理解する

会社が禁煙をサ
ポートする（健保
まかせにしない）

アウトカム目標要因分析

家庭で喫煙でき
る環境がある

上位役職者に喫
煙者がいる

タイミングによって
支援策を案内で
きないことがある

禁煙者にインセン
ティブが与えられ
る

①喫煙による健康被害が理解
できる e-ラーニングの実施

②禁煙サポート策（遠隔禁煙外
来等）の実施

③卒煙・禁煙につながる記事の
イントラネット掲示板掲載

④社長からのメッセージ発信

ルール違反防止
は本人の意識に
頼っている

喫煙は個人の自
由という感覚があ
る

アウトカム目標達成のために何をするか

禁煙促進策の検討
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■ 禁煙推進企業コンソーシアムへの参加

2019年4月〜 禁煙推進企業コンソーシアムへ参加し、 社
内禁煙に向けて行動開始

■ 社長からのDM送付

2019年、2020年 続けて喫煙者宛てに社長からDMを発送

■ イントラネットに卒煙・禁煙の記事掲載

2019年、2020年 卒煙成功者だけではなく、禁煙チャレンジ
中の社員の状況も掲載

禁煙促進活動の推進
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喫煙率の推移

年度 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020

当社 全国 当社 全国 当社 全国 当社 全国 当社 全国 当社 全国 当社 全国

男性 43.1 30.3 43.8 31 40.5 29.7 40 28.2 40.2 27.8 37.5 28.5 33.7 27.8

女性 20.3 9.8 17.5 9.6 16.4 9.7 18.6 9 18.4 8.7 16.7 8.1 13.9 8.7

合計 40.3 19.7 40.4 19.9 37.3 19.3 36.8 18.2 36.8 17.9 34.0 17.7 29.9 17.9

次なる目標は、２０％以下！
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カテゴリゾーン 階層定義 対策 主管 対策の概要

ブラック 突然死や緊急入院など、急に倒れるリスク
が高い者

突然死防止 顧問医 産業医、人事部長より本人へ受診勧
奨を行い、突然死・緊急入院を防止す
る

レッド 健康診断結果にて、糖尿病、高血圧、動
脈硬化、CKD（慢性腎臓病）等の各学
会治療ガイドラインにおいて要治療領域と
判定された者

重症化防止 保健師 産業医、人事部長もしくは部門長から
本人へ受診勧奨を行い、さらなる重症
化を防止する

イエロー 健康診断結果にて、糖尿病、高血圧、脂
質異常等の検査値が、各学会指標におい
て境界域と判定される者

発症防止 保健師 健保の委託先事業者による特定保健
指導の受講促進や健康マネジメント研
修により、自発的な生活習慣・行動変
容を促し、発症を防止する

グリーン 健康診断結果およびレセプトより健康状態
が各学会指標において正常であると判断さ
れる者

健康風土醸成 人事部 各種イベントへの協賛により、運動習慣
の気運醸成と、各種セミナーによる健康
の意識を啓発する

■ 健康保険組合とのコラボヘルスにより従業員を階層化

生活習慣病予防対策の推進



17

高リスク者対策の検討

課題：
ブラック・レッド
ゾーン該当者の
減少

目標：
ブラック・レッド
ゾーン該当者
30％以下

レッドゾーン該当
者の85％はその
後も改善しない

イエローゾーン該
当者が増加して
いる

食事の絶対量が
多い

夕食と就寝の間
隔が短い

自分の健康状態を
理解していない

健康行動を開始す
るきっかけがない

健康行動に興味が
ない

従業員全員が自
分の健康状態を
理解する

従業員全員が食
事・運動・飲酒の
生活改善に興味
を持つ

グリーン以外の従
業員が健康行動
を開始する

運動機会が少な
い

飲酒の量と機会
が多い

栄養バランスの
悪い食事が多い

健康行動を継続す
ることが難しい

食事と健康（病
気）に関する知識
がない

自ら健康管理をす
る意識が低い

グリーン以外の従
業員が健康行動
を継続する

運動量と食事量
がアンバランス

健康リスクを抱え
る者を新規に採
用している

健康リスクを抱え
る者を新規に採
用しない

入社後に健康診
断を実施している

採用人数確保が
優先されている

アウトカム目標要因分析

①選考時に健康診断書の提出を
徹底する

②健診結果、健康リスク予測と
改善方法の理解を図る
➡ e-ラーニングを実施する

③健診結果対策研修とは別に
検診受診対策研修を実施する

④健康マネジメント研修受講後
のフォローを実施する

⑤昼食内容の改善

⑥朝食の提供

アウトカム目標達成のために何をするか
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1992年4月 研修施設を健康センターに改修
健康増進研修スタート
月曜日〜土曜日午前までの5泊6日
・少食、断食、玄米食、青汁、柿茶
・金魚運動、毛管運動
・温冷浴

2013年4月 健康管理室設置
本社に保健師が常駐

2014年 2泊3日に短縮
2015年 1泊2日に短縮し、

健康センター以外の場所でも開催

2018年 産業医･保健師の講話中心に1日の研修
に短縮

2019年 運動のパートをルネサンス様に外注

2020年 「カラダかわるセミナー」を活用

健康増進研修（現健康マネジメント研修）の開催

上司に対して業務の調整と
参加の指示を依頼
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健康経営ライブラリの活用

■部長・課長に対して
健康マネジメント研修対象へ
の受講指示をするにあたって、
部下の健康リスクを正しく把
握してもらうため

■高リスク者に対して
自身の健康状態と、健康リス
クについての理解を深めるた
め

■健康マネジメント研修
・健康知識の講話に活用
・食事内容の講義で、
実習の代用として具体的な
内容を紹介

セルフチェック10
コース・健康知識
10コースの受講を
指示

マイクロクッキング
のコースを紹介

活用コース活用の目的と対象
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今後の健康経営の課題や展望



21人事戦略
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健康経営で
解決したい
経営課題健康関連の最終的な目標指標

従業員等の意識変容・
行動変容に関する指標

健康投資施策の取り組状況
に関する指標

健康投資効果

健康投資

明るく元気で活力
みなぎる組織の
実現

傷病による欠勤・
休職日数の低減

体調不良による
休暇取得の低減

ワークエンゲイジメ
ントの向上

高リスク者（ブラッ
ク・レッドゾーン該
当者）の減少

高ストレス者の減
少

主観的健康感の
改善

飲酒習慣者の減少

運動習慣者の増加

朝食欠食者の減少

喫煙者の減少

ハラスメント行為の減
少

睡眠時間の増加

ストレスコーピングの
増加

部門長の喫煙率低
減

食生活改善者の増
加

eラーニング・セミナー
受講率の向上

社外相談窓口利用
者の増加

禁煙支援制度活用
者の増加

トップメッセージの発
信

健康MG研修の実
施・受講者のフォロー

JUCTIONでの記事
配信

健康リテラシーを高め
るeラーニングの実施

社外相談窓口の周
知

メンタルヘルス・ハラス
メント防止のeラーニ
ング実施

禁煙支援制度の周
知

JUNCTIONの閲覧
数増加

運動イベント参加者
の増加

運動イベントへの参
画・開催

健康経営戦略マップ



目指していくこと
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Professional & Friendly

～100年企業を目指し～

社会・クルマ・人のくらし
と向き合い、明るく元気な
未来をつくります。

私たちの元気の源泉は、
お客様の声。

一日一日を積み重ね、
個人も企業も成長し、
輝きつづけます。

ビジョン 2050未来共創



ご清聴いただき
ありがとうございました


